
　
背
骨
の
左
右
に
一
つ
ず
つ
あ
る

握
り
こ
ぶ
し
大
の
臓
器
、
腎
臓
。

そ
の
働
き
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
最

も
重
要
な
も
の
に
、
血
液
中
の
老

廃
物
を
ろ
過
し
、
尿
を
生
成
す
る

機
能
が
あ
る
。
し
か
し
、
糖
尿
病

や
高
血
圧
を
は
じ
め
と
し
た
生
活

習
慣
病
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

に
よ
っ
て
そ
の
機
能
は
低
下
。
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
体
内
に

老
廃
物
が
た
ま
り
、
最
悪
の
場
合

は
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
を
引
き
起

こ
す
恐
れ
が
あ
る
。

生
命
を
維
持
す
る
た
め
に

か
か
せ
な
い
臓
器
の
ひ
と
つ

年
々
増
加
す
る

透
析
患
者
と

在
宅
透
析
患
者
の
数

透
析
患
者
の
Q
O
L
向
上
に

在
宅
血
液
透
析
が
貢
献
！

▼

木暮 光広さん
看 護 師、 透 析 技
術 認 定 師。 医 療
法人社団 三矢会
に お い て、 群 馬

県内で在宅透析の導入、維持管理に携わる。
患者教育から導入環境の整備、公的援助の
相談など、他メディカルスタッフと力を合
わせて取り組んでいる。

的
に
血
液
中
の
老
廃
物
を
除
去
す

る
透
析
だ
。
近
年
国
内
の
患
者
数

は
、2
0
0
2
年
の
約
23
万
人
か
ら
、

2
0
1
5
年
の
約
32
万
5
千
人
（
※
）

ま
で
増
加
し
て
い
る
。
数
時
間
の

治
療
を
重
ね
な
け
れ
ば
い
け
な
い
た

め
、
患
者
の
社
会
生
活
や
Q
O
L
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
が

現
状
だ
。

　
今
日
、
患
者
の
負
担
を
軽
減
す
る

方
法
と
し
て
在
宅
透
析
が
注
目
を
集

め
、
利
用
者
数
も
増
加
す
る
傾
向
に

あ
る
。
利
点
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
合
わ
せ
て
治
療
が
行
え
る
こ
と
。

　
施
設
透
析
は
週
3
回
、
各
4
時

間
と
い
う
治
療
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

固
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
時
間
的

な
制
約
か
ら
社
会
活
動（
仕
事
）

の
縮
小
、
治
療
時
間
の
短
さ
に
よ

る
健
康
的
な
不
利
益
、
保
険
上
の

医
療
費
増
大
な
ど
の
問
題
点
を
抱

え
た
治
療
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

今
後
も
透
析
患
者
の
現
状
を
改
善

す
る
対
策
は
期
待
で
き
ず
、
さ
ら

に
医
療
費
抑
制
の
観
点
か
ら
治
療

環
境
が
よ
り
悪
化
す
る
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　
在
宅
透
析
は
、
条
件
を
満
た
せ

ば
自
ら
行
え
る
腎
代
替
療
法
で

す
。
自
宅
で
行
え
る
こ
と
か
ら
時

間
的
制
約
が
少
な
く
、
治
療
時
間

を
気
に
せ
ず
透
析
を
行
え
る
こ
と

が
特
徴
。
社
会
生
活
を
維
持
し
な

が
ら
、
健
康
状
態
も
よ
く
な
る
た

め
、
内
服
薬
と
医
療
費
の
抑
制
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
日
常
生
活

動
作
の
低
下
に
よ
る
通
院
問
題
も

解
決
で
き
る
た
め
、
積
極
的
に
勧

め
て
い
き
た
い
療
法
で
す
。

ま
た
、
治
療
の
回
数
や
時
間
を
増
や

す
こ
と
で
、
食
事
制
限
が
ほ
と
ん
ど

な
く
な
り
、
合
併
症
の
リ
ス
ク
も
減

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
治
療
を
続
け

な
が
ら
普
段
通
り
の
生
活
が
送
れ
る

在
宅
透
析
の
患
者
数
は
2
0
1
5

年
時
点
で
5
7
2
人
（
※
）

に
達
し

て
お
り
、
今
後
も
増
え
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

※
日
本
透
析
医
学
会
「
慢
性
透
析
患
　

者
に
関
す
る
基
礎
集
計
」
よ
り

　
機
能
が
低
下
し
た
腎
臓
の
代
わ

り
に
、
人
工
的
に
血
液
の
浄
化
を

行
う
透
析
。
命
に
か
か
わ
る
大
切

な
治
療
だ
が
、
通
院
や
長
時
間
の

拘
束
な
ど
患
者
の
負
担
は
少
な
く

な
い
。
そ
の
負
担
を
軽
減
し
、
患

者
の
Q
O
L
（
ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ

ブ
・
ラ
イ
フ
＝
生
活
の
質
）
を
高

め
る
方
法
と
し
て
、
在
宅
血
液
透

析
（
以
下
、
在
宅
透
析
）
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。

　
腎
機
能
が
低
下
し
た
患
者
が
利

用
す
る
治
療
法
の
ひ
と
つ
が
、
人
工
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▲在宅透析のイメージ

▲在宅透析の患者数の推移（※）
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「
在
宅
血
液
透
析

廃
水
処
理

ユ
ニ
ッ
ト
」

日
本
初
の

　
患
者
に
と
っ
て
利
点
の
多
い
在

宅
透
析
だ
が
、
一
方
で
導
入
に
は

環
境
負
荷
が
懸
念
さ
れ
る
。
フ
ジ

ク
リ
ー
ン
で
は
、
長
年
に
わ
た
り

透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
廃
水
処
理
に

携
わ
っ
て
き
た
実
績
を
生
か
し
、

在
宅
透
析
向
け
の
処
理
ユ
ニ
ッ
ト

を
開
発
。「
透
析
で
苦
労
さ
れ
て

い
る
方
々
の
お
役
に
立
つ
た
め
、

可
能
な
限
り
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

を
抑
え
た
製
品
に
し
よ
う
と
思

い
、
開
発
に
あ
た
り
ま
し
た
。
今

後
も
改
善
を
繰
り
返
し
、
環
境
と

家
計
に
優
し
い
製
品
へ
と
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
き
た
い
で

す
」
と
開
発
担
当
者
は
話
す
。

　
前
頁
で
紹
介
し
た
木
暮
氏
も

「
環
境
を
守
り
つ
つ
、
安
全
な
在

宅
透
析
を
す
る
た
め
に
は
、
廃
水

処
理
装
置
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

フ
ジ
ク
リ
ー
ン
の
提
供
す
る
処
理

ユ
ニ
ッ
ト
は
、
薬
剤
を
使
用
せ
ず
、

安
全
に
し
か
も
ロ
ー
コ
ス
ト
で
維

持
管
理
で
き
る
製
品
だ
と
思
い
ま

す
」
と
期
待
を
寄
せ
る
。

在
宅
透
析
向
け
の

処
理
ユ
ニ
ッ
ト
が

11
月
販
売
ス
タ
ー
ト

▲導入された在宅血液透析廃水処理ユニットの
　現場調査の様子

　　   患者の

第20回
道は開ける～腎代替療法の多様性を求めて～道は開ける～腎代替療法の多様性を求めて～

在宅血液透析研究会在宅血液透析研究会
フジクリーンもブース展示で、在宅血液透析廃水処理ユニット
「FJS型」をご紹介します。
フジクリーンもブース展示で、在宅血液透析廃水処理ユニット
「FJS型」をご紹介します。

2017年
11/11土 ・12日
ワークピア横浜
（神奈川県横浜市中区山下町24-1）

会 

期

会 

場

透析河川
BODとｐHを同
時処理して河川
へ放流。

透析中和 導入実績
（8年間）

144 件

45 件

169 件

-

機　種導 入 先 ｐHのみを処理
して下水道へ
放流。

透析除害
BODとｐHを同
時処理して下水
道へ放流。

医療施設

個 人 宅

FJR（除害ユニット）
担体流動方式の採用で、微生物を担体に付着・増殖
させることにより生物量を保持。

FJR-X（BOD処置ユニット）
処理水と汚泥の固液分離は担体ろ過で行うことで、
維持管理がさらに容易に。

FJM-X（高度処理ユニット）
中和緩衝調整槽と膜分離活性汚泥方式の採用で、
高度処理が必要な地域に適した処理水質が得られる。

FJPⅡ-M（pH調整ユニット 地下埋設型）
コンパクト設計で、省スペースを実現。地下に埋設する
ため、流入配管が埋設配管の場合でもポンプ槽なしで
処理が可能。

FJPⅡ-S（pH調整ユニット 地上設置型）
処理槽、薬液タンク、制御盤は、配置プランに
応じて分割設置が可能。

FJS（在宅血液透析廃水処理ユニット）
個人宅での使用を考慮し、維持管理のしやすさに定評がある接触ろ床
方式を採用。維持管理頻度を抑えつつ安定した処理水質を確保する。

【11月発売開始】
"

フジクリーン人工透析廃水処理ユニットの一覧と実績

を
開
発
！

病院からの提案で在宅透析を導入し
た際、県と市から透析廃水はそのま
ま 流 せ な い と の 指 導 が あ り 、 フ ジ
クリーンに個別設計を依頼し、処理
ユ ニ ッ ト を 設 置 し ま し た 。 在 宅 透
析 に は 家 族 の サ ポ ー ト も 必 要 で す
が 、 以 前 よ り 時 間 に ゆ と り が 生 ま
れましたので、とても喜んでおりま
す。今後、処理ユニットがさらに小
型化されると、より多くの透析患者
が利用できるのではないでしょうか。

群馬県館林市 S.S さん（58 歳）


